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特集―――わがまち八王子探訪シリーズ「小宮」

はちとぴ
観光★

―特 撰―

マイペースで
歩きましょう！

あともう
少しだよ！

ぐるっと小宮・周回コース
★小
宮地
域を 知

る！　その２
深～く

北
八
王
子
工
業
団
地
造
成
に
伴
い
、
１
９

５
９
（
昭
和
34
）
年
開
設
。
当
初
は
単
式

ホ
ー
ム
１
面
１
線
の
無
人
駅
だ
っ
た
が
、

１
９
９
６
（
平
成
８
）
年
に
八
王
子
～
高

麗
川
間
が
電
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
橋

上
駅
に
改
築
さ
れ
た
。
特
に
駅
西
側
で
宅

地
化
が
進
み
、
乗
降
客
が
増
加
し
て
い
る
。

❶北八王子駅工
業
団
地
建
設
を
目
的
に
、
昭
和
30
年
代

か
ら
日
本
住
宅
公
団
に
よ
っ
て
土
地
の
区

画
整
理
が
進
め
ら
れ
、
工
場
建
設
が
始

ま
っ
た
。
石
川
町
・
高
倉
町
に
ま
た
が
る

１
０
７
ha
の
土
地
に
は
現
在
、
大
企
業
の

工
場
や
物
流
拠
点
な
ど
30
社
以
上
の
企
業

が
立
地
し
て
い
る
。

❷北八王子工業団地
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次のページは
場所の紹介です！

川沿いを
歩きます！

この場所を
ご案内します！

大
正
期
、
現
在
の
市
立
２
中
付
近
で
神
社

の
祭
礼
の
余
興
と
し
て
草
競
馬
が
開
催
さ

れ
て
い
た
が
、
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年

に
正
式
に
八
王
子
競
馬
場
が
開
設
。
１
９

３
４
（
昭
和
９
）
年
、
高
倉
（
現
在
の
八

王
子
東
高
校
付
近
）
に
移
転
し
、
１
９
４

９
（
昭
和
24
）
年
に
閉
鎖
さ
れ
た
。

❸八王子競馬場跡八
王
子
市
街
を
一
望
で
き
る
高
台
に
鎮
座

し
、
江
戸
期
よ
り
甲
州
往
還
の
人
び
と
の

参
詣
が
多
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
祭
神
は

大
山
咋
神（
お
お
や
ま
く
い
の
か
み
）。「
山

王
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
、
大
和
田
村
の
人
び

と
に
崇
敬
さ
れ
て
き
た
。
現
在
の
社
殿
は

１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年
に
造
営
。

❹日枝神社
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特集―――わがまち八王子探訪シリーズ「小宮」

戦
災
で
自
宅
を
失
っ
た
俳
人
の
水
原
秋
桜

子
は
八
王
子
に
疎
開
し
、
約
10
年
間
を
過

ご
し
た
。「
馬
酔
木
」
同
人
の
私
邸
に
建

立
し
て
い
た
碑
を
２
０
０
６
（
平
成
18
）

年
に
名
綱
神
社
に
移
転
。「
冬
菊
を
ま
と

ふ
は
お
の
が
ひ
か
り
の
み
」
と
刻
ま
れ
て

い
る
。

⓬水原秋桜子句碑

か
つ
て
南
多
摩
郡
小
宮
村
の
村
役
場
が
置

か
れ
て
い
た
。
寺
の
端
に
は
、
大
和
田
坂

の
坂
上
か
ら
移
転
し
た
高
幡
山
の
初
不
動

詣
で
を
す
る
人
び
と
の
道
標
と
な
っ
た
高

幡
山
不
動
碑
や
庚
申
青
面
金
剛
寺
の
碑
、

三
界
萬
霊
塔
の
三
基
の
碑
が
並
ん
で
い

る
。 ❺東光寺

江
戸
時
代
、
夏
は
飛
び
石
伝
い
で
歩
き
、

冬
は
板
橋
を
仮
設
し
て
浅
川
を
渡
っ
た
と

い
う
。
１
９
０
５
（
明
治
38
）
年
に
木
造

橋
が
架
け
ら
れ
、
１
９
２
７
（
昭
和
２
）

年
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
に
な
っ
た
。

八
王
子
空
襲
の
際
の
焼
夷
弾
の
跡
が
残
さ

れ
て
い
る
。

❼大和田橋

か
つ
て
名
綱
三
郎
の
館
跡
が
あ
っ
た
場
所

に
建
て
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
正
面
左
側

の
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
祠
が
あ
る
。
右
側
の

階
段
の
左
右
に
は
石
灯
篭
が
並
び
、
奥
に

理
髪
業
の
神
様
「
業
祖
采
女
霊
神
」
の
碑

と
「
采
女
霊
神
祭
祀
五
十
周
年
記
念
碑
」

が
並
ん
で
い
る
。

大
正
期
、
地
元
の
人
が
寄
付
し
た
こ
の
土

地
に
小
宮
村
役
場
が
移
転
。
１
９
３
８

（
昭
和
13
）
年
に
小
宮
町
役
場
新
庁
舎
が

完
成
し
、
合
併
後
は
小
宮
出
張
所
と
な
っ

た
。
以
前
は
八
王
子
市
水
道
局
も
置
か

れ
、
１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
に
市
内
初

の
市
民
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
設
。

⓫名綱神社 ❻大和田市民センター

江
戸
時
代
、
夢
で
白
滝
姫
に
会
い
機
織
の

秘
法
を
授
か
っ
た
者
が
祠
を
建
て
、
機
守

（
は
た
が
み
）
神
社
と
し
て
、
朝
夕
崇
拝

し
た
と
い
わ
れ
る
。
以
来
、
織
物
業
関
係

者
に
信
仰
さ
れ
て
き
た
。
大
善
寺
移
転
の

際
に
取
り
壊
さ
れ
た
が
、
１
９
８
２
（
昭

和
57
）
年
に
現
在
地
に
遷
座
さ
れ
た
。

⓮機守神社

１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
、
現
在
の
大
横

町
よ
り
移
転
。
市
内
最
古
の
梵
鐘
が
あ

る
。
移
転
前
は
２
万
坪
の
寺
域
を
誇
り
、

毎
年
10
月
に
賑
わ
う
お
十
夜
は
特
に
有
名

だ
っ
た
。
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
よ
り

現
在
地
で
も
お
十
夜
を
開
催
し
て
い
る
。

（
は
ち
と
ぴ
32
号
参
照
）

１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
に
八
王
子
郵
便

取
扱
所
と
し
て
横
山
町
に
開
設
。
旭
町
の

八
王
子
駅
前
に
移
転
し
た
の
ち
、
１
９
７

７
（
昭
和
52
）
年
に
現
在
地
に
移
転
。
市

内
郵
便
物
集
配
の
中
心
局
と
し
て
の
役
割

を
担
っ
て
き
た
。

⓭大善寺 ❽八王子郵便局

暁
町
と
元
横
山
町
を
結
ぶ
橋
。
１
９
２
３

（
大
正
12
）
年
に
木
造
の
橋
が
架
け
ら
れ

た
。
元
横
山
町
側
の
橋
の
た
も
と
に
「
暁

橋
架
設
費
寄
附
芳
名
碑
」「
暁
橋
の
碑
」

が
立
っ
て
い
る
。
１
９
６
０
（
昭
和
35
）

年
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
橋
に
架
け
替
え

ら
れ
た
。
長
さ
１
２
２
・
６
ｍ
、
幅
６
ｍ
。

❿暁橋

国
道
16
号
が
浅
川
を
渡
る
橋
で
、
中
野
上

町
と
大
横
町
を
結
ん
で
い
る
。
１
９
０
１

（
明
治
34
）
年
に
架
け
ら
れ
た
木
造
の
橋

が
１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年
に
架
け
替
え

ら
れ
、
そ
の
後
１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年

に
現
在
の
橋
と
な
っ
た
。
長
さ
１
１
７

ｍ
、
幅
24
ｍ
。

❾浅川橋
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小
宮
公
園
は
１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年
、
標

高
約
１
６
０
ｍ
の
加
住
丘
陵
に
開
園
し
ま
し
た
。

　

小
宮
公
園
の
特
徴
と
い
え
ば
、
何
よ
り
自
然

の
豊
か
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
総
面
積
約
25　
ha

の
大
部
分
を
占
め
る
の
は
ク
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ
な

ど
の
雑
木
林
で
す
。
こ
れ
は
も
と
も
と
自
然
に

で
き
た
も
の
で
は
な
く
、
人
間
が
自
然
に
働
き

か
け
、
長
い
間
利
用
し
な
が
ら
つ
く
り
あ
げ
て

き
た
、
い
わ
ゆ
る
「
二
次
林
」
で
す
。
公
園
で

は
現
在
も
人
の
手
を
加
え
な
が
ら
の
里
山
管
理

を
行
っ
て
い
る
た
め
、
美
し
い
雑
木
林
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

園
内
に
は
古
い
枕
木
を
利
用
し
た
い
く
つ
か

の
ル
ー
ト
が
木
道
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
て
、

歩
い
て
散
策
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
新

緑
の
季
節
が
一
番
人
気
で
す
が
、
１
年
を
通
し

て
花
が
絶
え
る
こ
と
は
な
く
、
そ
こ
か
し
こ
で

四
季
折
々
の
花
を
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
70
種

を
超
え
る
野
鳥
も
観
察
さ
れ
て
い
て
、
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
も
非
常
に
盛
ん
で
す
。

　

公
園
の
中
央
付
近
に
は
谷
地
川
の
支
流
、
大

谷
川
の
水
源
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
こ
の
辺
り

に
は
水
田
が
開
か
れ
、
近
年
ま
で
稲
作
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
流
れ
が
行
き
着
く
公
園

の
南
東
角
に
あ
る
の
が
、
大
谷
弁
天
池
。
天
明

年
間
の
飢
饉
の
こ
ろ
、
八
王
子
千
人
同
心
頭
の

荻
原
氏
が
水
田
灌
漑
確
保
の
た
め
に
溜
池
を
掘

り
、
そ
こ
に
弁
財
天
と
祀
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
に
現
在
の
赤

い
社
殿
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

公
園
の
北
側
、
園
内
最
高
所
の
ひ
よ
ど
り
山

に
広
が
る
の
は
、
開
放
感
い
っ
ぱ
い
の
草
地
広

場
で
す
。
こ
こ
は
多
摩
動
物
園
の
草
食
動
物
の

た
め
の
牧
草
地
で
も
あ
り
ま
し
た
。
南
に
は
、

子
ど
も
に
人
気
の
す
べ
り
台
や
タ
ー
ザ
ン
ロ
ー

プ
な
ど
で
遊
べ
る
遊
具
広
場
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
小
宮
公
園
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
雑
木
林

ホ
ー
ル
）
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
情
報
が
展
示

さ
れ
て
い
て
、
園
に
ま
つ
わ
る
情
報
を
入
手
で

き
ま
す
。

　

自
然
解
説
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
野
鳥
・

野
草
観
察
会
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
年
間
を
通
し

て
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
の
も
小

宮
公
園
の
特
徴
で
す
。
多
く
の
人
の
手
が
加
わ

り
な
が
ら
、
小
宮
地
域
に
残
る
大
切
な
自
然
を

守
り
育
て
て
い
る
、
そ
ん
な
あ
た
た
か
な
公
園

な
の
で
す
。

小宮公園ひと休みコラム

２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
開
設
。
正
式
名

称
は
「
東
海
大
学
医
学
部
付
属
八
王
子
病

院
」。
地
域
の
中
核
病
院
の
役
割
を
担
い
、

診
療
科
30
科
、
病
床
数
５
０
０
を
誇
る
。

院
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
あ
る
ほ

か
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
離
発
着
で
き
る
ヘ

リ
ポ
ー
ト
を
備
え
て
い
る
。

⓰東海大学八王子病院 近
く
の
弁
天
池
に
棲
む
「
龍
」
と
、
地
元

の
地
名
の
大
谷
の
「
谷
」
か
ら
名
付
け
ら

れ
た
と
い
わ
れ
る
。
現
在
の
本
堂
は
１
９

７
７
（
昭
和
52
）
年
建
造
。
堂
内
に
は
江

戸
時
代
の
諸
仏
像
が
あ
る
。
日
輪
天
王
と

月
輪
天
王
を
守
護
神
と
し
て
祀
っ
て
お

り
、
隣
接
し
て
日
月
神
社
が
あ
る
。

⓯龍谷寺

▲小宮公園サービスセンター

▲木道

▲大谷弁財天



市内で活躍する元気な団体・サークル・同好会を紹介するコーナーです。
活動内容やイベント情報など、編集部までお知らせください。

の市民団体紹介
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多
様
な
自
然
を
育
み
、
遊
ぶ

　
「
八
大
緑
遊
会
」
は
、
東
京
都
が
開

催
し
て
い
た
「
環
境
学
習
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
」
の
卒
業
生
が
集
い
、
２
０
０

０
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
発
足
当
初

の
活
動
場
所
は
加
住
丘
陵
の
端
の
大
谷

緑
地
だ
け
で
し
た
が
、
現
在
で
は
都
内

７
か
所
の
緑
地
保
全
活
動
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。
会
員
数
は
40
名
で
、
多
く
は

八
王
子
市
民
で
す
が
、
中
に
は
都
心
か

ら
や
っ
て
来
る
方
も
。
会
の
名
前
に

「
遊
」
の
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
分
か
る
よ
う
に
、「
自
然
大
好
き
、

人
間
大
好
き
、
遊
び
心
を
忘
れ
ず
に
！
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
大
谷
緑
地
な
ど
で
、
毎
月
５

回
の
定
例
活
動
を
し
て
い
ま
す
。「
か

つ
て
辺
り
に
は
田
畑
や
谷
戸
が
あ
っ

て
、
農
家
の
人
た
ち
は
こ
の
緑
地
で
木

を
切
り
、
薪
炭
に
し
た
り
し
て
い

た
ん
で
す
」
と
語
る
の
は
、
近

く
に
住
む
会
長
の
奥
村
司
さ
ん
。

「
た
だ
、
木
材
燃
料
を
使
わ
な
く

な
る
と
、
木
を
切
ら
な
く
な
り
、

荒
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
私
た

ち
は
も
と
も
と
あ
っ
た
里
山
を
残

す
活
動
を
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」

と
続
け
ま
す
。

　

広
さ
が
３
・
１
ha
あ
る
大
谷
緑

地
で
、
会
が
主
に
か
か
わ
っ
て
い

る
の
は
、
広
葉
樹
の
幹
を
切
り
、
そ
の

切
り
株
か
ら
伸
び
る
芽
を
育
て
、
15
～

20
年
の
周
期
で
再
び
伐
採
す
る
萌
芽
更

新
と
い
う
活
動
で
す
。
ほ
か
に
も
間
伐

や
下
草
刈
り
な
ど
、
自
然
を
相
手
に
し

た
作
業
は
枚
挙
に
暇
が
な
く
、
年
間
を

通
し
て
緑
地
保
全
活
動
は
エ
ン
ド
レ
ス

に
続
き
ま
す
。
そ
の
た
め
後
継
者
の

育
成
や
会
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
は
必
須
。

奥
村
さ
ん
は
「
自
然
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
私
た
ち
と
一
緒
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

会
で
は
、
定
例
会
に
加
え
て
、
企
業

や
学
校
と
の
共
同
作
業
も
積
極
的
に
受

け
入
れ
た
り
、「
雑
木
林
探
検
隊
」
な

ど
の
自
然
観
察
イ
ベ
ン
ト
も
手
が
け
て

い
ま
す
。
遊
び
心
を
忘
れ
ず
に
、
大
谷

緑
地
の
魅
力
を
伝
え
続
け
て
い
る
会

に
、
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

八大緑遊会◆定例活動日：毎月第２水曜、第４土曜日他
◆活 動 時 間：10：00～15：00
◆年　会　費：1000円
◆問い合わせ：（649）8021　（奥村）

▲活動に取り組む皆さん
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谷地川流域を訪ねて １
元・八王子市市史編さん研究協力員　馬場喜信
八王子の原風景 10

　

Ｊ
Ｒ
八
高
線
で
北
へ
、
二
つ
め
の
小
宮
駅

に
降
り
立
つ
と
、
市
街
地
か
ら
わ
ず
か
に
離

れ
た
だ
け
な
の
に
あ
た
り
に
は
静
寂
の
気
配

が
漂
い
、
ち
ょ
っ
と
し
た
旅
先
に
着
い
た
よ

う
な
気
分
に
な
る
。
さ
っ
き
渡
っ
て
き
た
ば

か
り
の
谷
地
川
の
流
域
に
や
っ
て
き
た
の

だ
。
こ
こ
は
市
域
の
大
半
を
占
め
る
浅
川
の

流
域
と
は
別
個
の
世
界
で
、
川
の
源
流
は
加

住
丘
陵
と
呼
ば
れ
る
尾
根
が
二
派
に
分
か
れ

る
と
こ
ろ
に
発
し
、
西
か
ら
東
へ
細
く
長
い

流
路
を
描
い
て
直
接
に
多
摩
川
へ
注
い
で
ゆ

く
。
古
く
か
ら
人
々
の
さ
ま
ざ
ま
営
み
が
生

ま
れ
、
育
ま
れ
て
、
そ
の
痕
跡
が
今
日
ま
で

確
か
な
姿
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
江
戸

期
の
地
誌
を
手
懸
か
り
に
探
訪
に
出
か
け
よ

う
。
ま
ず
は
丹
木
の
御
岳
神
社
へ
。

「
蔵
王
権
現
社　

社
地
七
間
に
廿
間
程
、
近

郷
九
ヶ
村
の
鎮
守
な
り
、
本
社
二
間
に
三

間
、
拝
殿
二
間
に
四
間
、
東
向
、
前
に
鳥
居

あ
り
、
神
体
は
木
像
に
て
長
八
尺
あ
ま
り
、

社
内
に
随
神
二
躯
あ
り
、
立
像
に
て
長
三
尺

余
り
、
背
後
に
康
永
二
癸
未
年
（
１
３
４

３
）
正
月
十
八
日
造
立
と
あ
り
、
又
末
社
の

像
を
伝
へ
て
三
十
八
躯
あ
り
、
各
手
足
損
し

て
全
体
な
る
は
な
し
、
例
祭
年
々
二
月
社
日

八
月
十
三
日
な
り
、
古
へ
こ
の
社
地
高
月
村

に
あ
り
し
が
、
北
条
氏
照
瀧
山
の
城
を
き
づ

き
し
と
き
今
の
地
に
移
し
た
る
と
な
り
、
按

ず
る
に
其
頃
の
別
当
は
修
験
な
り
し
に
や
、

宮
本
坊
専
国
坊
な
ど
の
住
せ
し
跡
と
云
う
処

あ
り
」

「
別
当
金
蔵
寺　

社
の
側
に
あ
り
、
天
台
宗
、

高
月
村
圓
通
寺
の
末
寺
、
金
峰
山
金
剛
寺
と

号
す
、
開
山
つ
ま
び
ら
か
な
ら
ず
、
本
尊
釈

迦
木
の
坐
像
、
長
二
尺
余
、
本
堂
八
間
に
六

間
、
南
向
な
り
」（『
風
土
記
稿
』）

「
蔵
王
堂　

城
山
に
接
し
、
山
上
へ
登
り
四
、

五
十
間
あ
り
。
北
条
氏
在
城
の
頃
は
、
こ
の

地
は
城
中
よ
り
続
き
て
東
南
北
は
峻
崖
ゆ
え

頂
上
に
矢
倉
を
設
け
た
る
跡
あ
り
と
云
う
。

山
上
の
平
地
は
凡
そ
廿
間
に
十
五
間
許
も
あ

る
べ
し
。
こ
こ
に
本
社
、
拝
殿
、
鳥
居
、
神

楽
堂
あ
り
。
例
祭
二
月
社
日
、
八
月
十
二

日
。
近
郷
の
修
験
集
ま
り
て
、
柴
燈
、
護
摩

修
行
せ
り
。
別
当
金
蔵
寺
。
本
尊
蔵
王
権
現

木
立
像
。
八
尺
許
。
末
社
な
る
八
神
祠
の
本

尊
は
、
み
な
こ
の
蔵
王
堂
に
安
ず
。
そ
の
長

さ
二
、
三
尺
よ
り
四
尺
程
な
り
、
近
里
の
内

に
社
祠
あ
り
け
る
が
、
乱
世
後
は
廃
祠
と
な

り
し
ゆ
え
、
こ
の
本
社
に
安
ぜ
し
こ
と
な
る

べ
し
。
木
像
悉
く
破
壊
し
て
数
多
あ
れ
ど
、

わ
か
ち
が
た
し
。」（『
武
蔵
名
勝
図
会
』）

　

よ
く
ぞ
こ
れ
だ
け
詳
細
な
記
録
を
書
き
記

し
て
お
い
て
く
れ
た
も
の
ぞ
。
両
書
が
記
し

て
い
る
多
く
の
神
像
彫
刻
は
、
２
０
０
０
年

３
月
に
探
訪
し
た
時
、
こ
の
ま
ま
の
姿
で
堂

内
に
鎮
ま
っ
て
い
た
。
現
在
は
丘
麓
の
収
蔵

庫
に
安
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

大善寺～豊かな歴史を新たな地で活かす
八王子地域社会研究会 代表　佐藤　広
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か
つ
て
大
善
寺
と
い
え
ば
「
お
十
夜
」
で

あ
る
。「
お
十
夜
を
過
ぎ
る
と
寒
く
な
っ
て

く
る
」
と
話
す
方
に
出
合
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
お
十
夜
が
、
年
中
行
事
と
し
て
暮
ら
し

の
中
に
根
付
い
て
い
た
。

　

大
善
寺
は
天
正
年
間
に
滝
山
城
下
に
創
建

さ
れ
、
城
主
の
北
条
氏
照
が
八
王
子
城
に
城

を
移
し
て
寺
も
移
転
す
る
。
八
王
子
城
は
豊

臣
方
に
攻
め
ら
れ
、
天
正
18
年
（
１
５
９

０
）
に
落
城
、
町
が
八
王
子
宿
に
移
転
し
て

寺
も
移
っ
た
。
寛
永
３
年
（
１
６
２
６
）
の

梵
鐘
（
市
指
定
有
形
文
化
財
）
は
、
横
川

（
横
川
町
）
の
鋳
物
師
、
加
藤
甚
右
衛
門
の

作
品
で
あ
る
。
こ
の
鐘
の
銘
文
か
ら
八
王
子

が
横
山
と
呼
ば
れ
、
当
初
は
町
奉
行
・
町
年

寄
の
支
配
（
寛
永
の
頃
か
ら
代
官
支
配
）
で

あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
り
、
八
王
子
市
の
史
料

と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　

お
十
夜
は
十
夜
と
い
い
、
元
々
は
十
日
十

夜
の
間
行
わ
れ
る
浄
土
宗
寺
院
の
法
会
で
あ

る
。
大
善
寺
の
十
夜
は
八
王
子
城
落
城
の
戦

死
者
慰
霊
と
し
て
は
じ
め
ら
れ
た
と
伝
わ

り
、
鎌
倉
の
光
明
寺
の
流
れ
を
汲
み
な
が

ら
、
独
自
の
方
式
で
「
諷ふ

誦じ
ゅ

文も
ん

（
死
者
の
追

善
供
養
の
た
め
に
経
文
な
ど
を
読
む
こ
と
、

あ
る
い
は
そ
の
文
の
こ
と
）
十
夜
」
と
し

て
、
毎
年
10
月
13
日
か
ら
15
日
の
３
日
間
行

わ
れ
た
。
葬
式
の
あ
っ
た
人
は
位
牌
を
も
っ

て
お
十
夜
に
詣
で
、
念
仏
を
唱
和
す
る
と
死

者
と
再
会
で
き
る
と
の
伝
承
が
あ
っ
た
。
か

つ
て
は
大
善
寺
流
の
双
盤
念
仏
が
各
地
に
普

及
し
た
。
木
枠
に
吊
り
下
げ
た
大
き
な
鉦
と

太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
て
念
仏
を
唱
え
る
。
市

内
の
大
船
、
寺
田
、
上
柚
木
、
中
山
の
人
々

や
、
高
月
町
・
小
門
町
の
寺
院
な
ど
で
も
行

わ
れ
て
い
た
と
聞
く
。
お
十
夜
で
は
、
江
戸

時
代
か
ら
曲
馬
・
力
持
ち
な
ど
の
見
世
物
興

行
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
た

都
市
的
な
娯
楽
の
場
で
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
大
善
寺
は
子
育
て
の
呑
龍
上
人
の
信

仰
、
機
屋
や
織
子
た
ち
の
機は

た

守が
み

様さ
ま

へ
の
信
仰

で
も
著
名
で
、
八
王
子
の
発
展
と
と
も
に

あ
っ
た
。

　

大
横
町
の
大
善
寺
・
極
楽
寺
界
隈
は
八
王

子
空
襲
で
焼
け
残
り
、
江
戸
時
代
の
雰
囲
気

を
残
す
貴
重
な
空
間
で
あ
っ
た
が
、
市
の
方

針
で
寺
は
大
和
田
町
に
移
転
、
そ
の
後
現
在

の
大
谷
町
に
移
っ
た
。
平
成
24
年
（
２
０
１

２
）
か
ら
お
十
夜
は
再
興
さ
れ
、
令
和
元
年

（
２
０
１
９
）
は
11
月
２
日
に
法
要
と
共
に

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

　

４
度
の
移
転
を
経
た
大
善
寺
。
寺
は
も
と

よ
り
多
く
の
方
々
が
、
新
た
な
地
で
歴
史
を

活
か
し
た
地
域
創
造
に
努
力
さ
れ
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
頼
も
し
い
こ
と

で
あ
る
。

▲機守神社と大善寺本堂

▲丹木の御岳神社　2000年３月11日
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『
源
氏
物
語
』
の
講
読
会
を
始
め

て
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
20
年
に
な

り
ま
す
。
間
も
な
く
『
源
氏
物

語
』
全
五
十
四
帖
を
読
み
終
え
る

ク
ラ
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
し

て
読
み
重
ね
て
い
っ
て
い
つ
も
思

う
の
は
、『
源
氏
物
語
』
に
登
場

す
る
女
君
た
ち
っ
て
み
ん
な
可
哀

想
だ
な
ぁ
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

折
か
ら
、
私
が
所
属
し
て
お
り

ま
す
八
王
子
の
短
歌
結
社
「
短
歌

草
原
社
」
の
月
刊
歌
誌
『
短

歌
草
原
』
に
、
そ
の
思
い
を

綴
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ

き
、
２
０
１
３
年
６
月
か
ら

３
年
半
に
渡
り
、『
源
氏
物

語
』
の
女
君
た
ち
24
人
の
諸

相
を
『
哀
し
み
の
女
君
た

ち
』
と
題
し
て
連
載
い
た
し

ま
し
た
。
そ
れ
を
こ
の
度
、
多
く

の
方
々
の
お
力
添
え
を
頂
い
て
、

こ
う
し
て
１
冊
の
本
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
『
源
氏
物
語
』
は
平
安
時
代
の

上
流
貴
族
社
会
を
舞
台
に
書
か
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ヒ
ロ
イ
ン
た
ち

の
多
く
は
一
般
庶
民
か
ら
す
る
と
、

雲
の
上
の
存
在
の
よ
う
な
女
性
た

ち
で
す
。
主
人
公
光
源
氏
の
正

妻
「
葵
の
上
」
な
ど
は
、
そ
う
し

た
セ
レ
ブ
の
典
型
と
い
え
ま
し
ょ

う
が
、
夫
婦
仲
は
冷
え
き
っ
て
お

り
、
し
か
も
26
歳
の
若
さ
で
亡
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
絶

世
の
美
女
と
い
う
の
も
、
第
三
者

か
ら
見
れ
ば
こ
の
上
な
く
羨
ま
し

い
話
で
す
が
、
類
ま
れ
な
美
貌
に

恵
ま
れ
た
「
紫
の
上
」
が
幸
せ

か
、
と
い
う
と
、
そ
う
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
セ
レ
ブ
で
も
、
美
人
で

も
、
幸
せ
に
は
な
れ
ず
、
そ
れ
ぞ

れ
の
哀
し
み
を
背
負
っ
て
生
き
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
が

『
源
氏
物
語
』
の
女
君
た
ち
で
す
。

　

王
朝
上
流
貴
族
の
女
性
た
ち
の

行
動
範
囲
は
と
て
も
狭
く
、
生
涯

の
殆
ど
を
自
分
の
住
む
邸
内
で
過

ご
し
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
身
内

で
も
な
い
男
性
に
顔
を
見
ら
れ
る

こ
と
さ
え
タ
ブ
ー
で
し
た
。「
垣

間
見
」
と
い
っ
て
、
男
性
が
そ
っ

と
覗
き
見
を
し
て
い
る
場
面
が

度
々
出
て
き
ま
す
が
、
今
と
は

違
い
、
見
た
側
の
男
性
で
は
な

く
、
見
ら
れ
た
女
性
側
に
非
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に

現
在
の
格
差
社
会
な
ど
問
題
に
も

な
ら
な
い
ほ
ど
身
分
差
別
も
甚
だ

し
く
、
と
て
も
生
き
に
く
い
時
代

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
『
源
氏
物
語
』
の
時
代
か
ら
千

年
を
経
た
今
、
科
学
技
術
は
著
し

く
進
歩
し
、
女
性
も
自
由
に
生
き

て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
で
も
、
変
わ
ら
な
い
の
が
人

の
心
で
す
。
本
書
は
学
術
書
で
は

な
く
、
気
軽
に
お
読
み
い
た
だ
け

る
内
容
で
す
の
で
、『
源
氏
物
語
』

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
き
っ
か
け
と

な
れ
ば
幸
い
で
す
。	

（
著
者
記
）

私
の

本
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
　
其
の
四
十
四

い
ま
か
ら
千
年
以
上
も
前
に
執
筆
さ
れ
た
『
源
氏
物
語
』。
本
書
は
紫
式
部
が
登
場
さ
せ
た
多
く
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
中

か
ら
主
だ
っ
た
24
人
の
女
君
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。『
源
氏
物
語
』
を
読
み
解
く
市
民
講
座
を
長
く
受
け
持
っ
て

き
た
筆
者
は
、
哀
し
み
の
う
ち
に
生
き
ざ
る
を
得
な
い
女
君
た
ち
の
来
し
方
行
く
末
を
丹
念
に
あ
ぶ
り
出
し
ま
す
。

平
安
時
代
の
し
き
た
り
に
隔
世
の
感
を
覚
え
つ
つ
、
一
方
で
ど
の
時
代
も
変
わ
ら
な
い
人
間
の
性さ

が

に
惹
か
れ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。
登
場
人
物
の
動
き
が
よ
く
理
解
で
き
る
付
録
の
系
図
、
年
立
な
ど
も
あ
り
が
た
い
入
門
書
で
す
。

『
哀
し
み
の
女
君
た
ち
　
―
『
源
氏
物
語
』の
ヒ
ロ
イ
ン
・
二
十
四
抄
―
』　
豊
田
芳
子
　
著

定
価
２
０
０
０
円
＋
税　

揺
籃
社
刊

Ａ
５
判
・
２
５
６
Ｐ
（
１
月
刊
行
予
定
）

※
本
書
を
お
求
め
の
際
は
、
お
近
く
の
書

店
か
当
誌
編
集
部
ま
で
ど
う
ぞ
。

『�

哀
し
み
の
女
君
た
ち 

―
『
源
氏
物

語
』の
ヒ
ロ
イ
ン
・
二
十
四
抄
―
』


